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図　断面内における流速分布（ks＝0.01m）

　高速車両においてパンタグラフは，走行中に高速の気流
にさらされ，揚力が発生します。パンタグラフが高い集電
性能を確保するためには，パンタグラフに発生する揚力を
適正化することが重要です。パンタグラフに発生する揚力
には，車両屋根上流速の影響が大きいことがこれまでの研
究で明らかになっています。一次元圧力変動解析によるパ
ンタグラフ舟体位置における流速は列車速度の約1.2倍と
予測されますが，実測値された流速は一次元圧力変動解析
の予測よりやや大きな値となっています。この差異を検討
するため，本論文ではトンネル内を走行する車両屋根上流
速に関して，三次元数値流体解析を実施し，車両屋根上流
速に対する車両車体表面に発達する境界層の影響と碍子オ

オイの影響を考察しました。また，車両屋根上流速をパソ
コンで簡易に計算可能な手法の検討を行いました。
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